
Ⅰ　
は
じ
め
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
に
取
り

組
む
き
っ
か
け
～
人
口
減
少
対
策
～

　

豊
岡
市
の
人
口
は
1
9
5
0
年
頃

の
約
10
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
続

け
、
現
在
は
約
7
万
8
千
人
で
す
。

　

人
口
減
少
が
地
域
の
存
続
に
と
っ

て
最
大
の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

2
0
1
5
年
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

豊
岡
市
の
若
者
回
復
率
（
10
歳
代
の

転
出
超
過
数
に
対
し
て
20
歳
代
の
転

入
超
過
数
の
占
め
る
割
合
）
は
39
・

5
％
で
す
が
、
男
女
別
で
み
る
と
男

性
は
52
・
2
％
、
女
性
は
26
・
7
％

で
す
。
進
学
等
で
転
出
し
た
若
者
の

う
ち
女
性
が
戻
っ
て
く
る
（
入
っ
て

く
る
）
の
は
男
性
の
半
分
し
か
な
い

と
い
う
事
実
に
大
き
な
危
機
感
を
も

ち
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
の
主
な
要
因
で
あ
る
若

者
の
転
出
超
過
、
と
り
わ
け
若
年
女

性
の
流
出
の
背
景
に
は
、
家
庭
・
職

場
・
地
域
な
ど
に
根
強
く
残
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
（
社
会
的
・
文
化

的
な
男
女
格
差
）
が
あ
る
た
め
で
は

な
い
か
と
分
析
し
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
」
を
市
の
主
要
政

策
に
位
置
付
け
、
2
0
1
8
年
度
か

ら
取
組
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

Ⅱ　
取
組

1　

ワ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

～
ま
ず
は
職
場
を
切
り
口
に
～

　

2
0
1
9
年
1
月
に
策
定
し
た
豊

岡
市
ワ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
に
沿
っ
て
、
市
内
事
業
所
の
経
営

者
、
人
事
担
当
者
、
管
理
職
、
女
性

従
業
員
な
ど
の
対
象
ご
と
に
無
意
識

の
偏
見
・
思
い
こ
み
に
気
づ
く
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
研

修
、
能
力
開
発
研
修
等
の
実
施
や
、

男
性
の
育
児
休
業
取
得
促
進
な
ど
に

取
り
組
み
、
女
性
も
男
性
も
働
き
や

す
く
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
へ
の
変

革
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
2
0
2
0
年
度
に
、
豊
岡

市
ワ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
表
彰

制
度
「
あ
ん
し
ん
カ
ン
パ
ニ
ー
」
を

創
設
し
、
「
女
性
に
と
っ
て
も
働
き

や
す
さ
や
働
き
が
い
な
ど
が
高
い
水

準
」
に
達
し
て
い
る
市
内
事
業
者
を

表
彰
し
、
他
の
事
業
所
が
好
事
例
を

参
考
に
し
て
変
革
に
取
り
組
む
こ
と

を
促
し
て
い
ま
す
。
審
査
基
準
に

は
、
女
性
役
職
者
比
率
な
ど
の
定
量

的
な
基
準
だ
け
で
は
な
く
、
従
業
員

意
識
調
査
結
果
な
ど
定
性
的
な
基
準

を
設
定
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。
2
0
2
0
年
度
に
1
社
（
㈱

ユ
ラ
ク
）
、
2
0
2
1
年
度
に
2
社

（
㈱
由
利
、
モ
リ
・
プ
ラ
ン
ズ
㈱
）

を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
2
0
1
8
年
10
月
に
市

役
所
を
含
む
市
内
の
16
事
業
所
で

設
立
さ
れ
た
「
豊
岡
市
ワ
ー
ク
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
会
議
」
で
は
、
最

新
ト
レ
ン
ド
の
研
修
や
会
員
事
業
所

の
事
例
共
有
会
な
ど
を
定
期
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
2
年
4
月

に
は
会
員
事
業
所
数
は
82
事
業
所
に

増
え
ま
し
た
。

2　

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
推
進

～
市
内
事
業
所
と
一
体
と
な
っ

て
変
革
に
取
り
組
む
～

　

豊
岡
市
ワ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
と
同
じ
2
0
1
9
年
1
月
、
市

内
事
業
所
の
一
つ
と
し
て
豊
岡
市
役

所
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
⑴
職
員

の
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
、

⑵
働
き
や
す
い
職
場
風
土
の
実
現
、

⑶
性
別
役
割
分
担
意
識
の
解
消
を
重

点
目
標
に
掲
げ
、
研
修
な
ど
を
通
し

て
、
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
意
識

の
醸
成
や
管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ス
キ
ル
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
男
性
職
員
の
育
児
休
業
に
つ

い
て
は
、
取
得
率
1
0
0
％
を
目
標

に
掲
げ
、
取
得
促
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

3　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
戦

略
の
策
定
～
ま
ち
全
体
へ
～

　

商
工
会
議
所
会
頭
、
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
、
教
員
、
経
営
者
、
子
育
て
を

し
な
が
ら
働
く
女
性
・
男
性
、
若
者

等
の
多
世
代
、
男
女
半
々
の
10
人
で

構
成
さ
れ
る
委
員
会
を
設
置
し
、
従

来
の
計
画
策
定
手
法
と
は
異
な
る
参

加
型
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
、
職
場
、
地

域
、
家
庭
、
学
校
な
ど
ま
ち
全
体
を

対
象
と
し
た
「
豊
岡
市
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
解
消
戦
略
」
を
2
0
2
1

年
3
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

戦
略
の
上
位
目
的
は
、
「
固
定
的

な
性
別
役
割
分
担
を
前
提
と
し
た
仕

組
み
や
慣
習
が
見
直
さ
れ
、
お
互
い

を
尊
重
し
支
え
合
い
な
が
ら
、
い

き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
る
」
と
し
、

①
市
民
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解

消
の
必
要
性
が
知
ら
れ
て
い
る
、
②

地
域
に
お
い
て
男
女
が
共
に
意
思
決

定
・
方
針
決
定
に
参
画
し
て
い
る
、

③
女
性
も
男
性
も
働
き
や
す
く
働
き

が
い
の
あ
る
事
業
所
が
増
え
て
い

る
、
④
家
庭
に
お
い
て
男
女
が
家
計

責
任
（
世
帯
収
入
）
と
ケ
ア
責
任

（
家
事
・
育
児
・
介
護
等
）
を
分
か

ち
合
っ
て
い
る
、
⑤
自
分
の
あ
り
た

い
姿
に
向
か
っ
て
、
経
済
的
に
自
立

し
、
い
き
い
き
と
暮
ら
す
女
性
が
増

え
て
い
る
、
⑥
子
ど
も
た
ち
が
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
必
要
性
を

自
分
の
こ
と
ば
で
語
っ
て
い
る
、
と

い
う
6
つ
の
手
段
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

市
民
の
理
解
拡
大
と
浸
透
に
向
け

た
取
組
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
、
自
治
会
、
教
員
、
保
育

士
、
子
育
て
中
の
女
性
な
ど
の
分

野
・
対
象
ご
と
に
、
無
意
識
の
偏
見

や
思
い
込
み
に
気
づ
き
、
意
識
・

行
動
変
革
を
促
す
研
修
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
り
、
意
識
啓

発
用
オ
リ
ジ
ナ
ル
漫
画
を
作
成
し
た

り
す
る
な
ど
、
市
民
に
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
1
年
度
に
は
、
市
で
は
初

め
て
と
な
る
「
暮
ら
し
の
中
の
性
別

役
割
分
担
の
実
態
と
意
識
調
査
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
役
所
内
に
、
部
署
を
超

え
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解

消
庁
内
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、

ワ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進

―
女
性
も
男
性
も
働
き
や
す
く

働
き
が
い
の
あ
る
職
場
へ
―

豊
岡
市
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
対
策
室

　兵庫県人権教育研究協議会主催の第69回兵庫県人権教育研究大会中央大会
が、9月24日（土）に開催されました。人権について、学び合い高め合う研究大会
です。この大会は講演会と分科会で構成され、分科会では各テーマ・討議課題に
沿った実践報告をもとに、参加者により研究討議が行われます。豊岡市のジェン
ダーギャップ解消の取組を発表しました。

豊岡市のジェンダーギャップ解消の
取組を人権の研究大会で発表しました
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
の
あ
る
政
策
や
事

業
に
つ
い
て
検
討
・
実
施
し
て
い
ま

す
。

4　

事
業
所
の
取
組
と
変
化

　

市
内
事
業
所
で
は
、
以
下
の
よ
う

な
取
組
の
実
施
や
変
化
が
起
き
て
い

ま
す
。

（
1
）
男
性
経
営
者
自
ら
育
休
を
取

得
。

（
2
）
男
性
育
児
休
業
取
得
促
進
の

た
め
の
取
組
。
（
取
得
者
へ

社
長
か
ら
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
手
渡
し
送
り
出
す
、
取
得

時
期
を
上
司
・
社
長
な
ど
と

書
面
で
共
有　

な
ど
。
）

（
3
）
役
割
・
職
務
分
掌
等
を
細
か

く
分
類
し
た
人
事
評
価
制
度

の
整
備
。
性
別
に
関
係
な
く

評
価
し
、
従
業
員
が
能
力
を

発
揮
で
き
る
体
制
を
整
備
。

（
4
）
従
業
員
の
発
案
で
、
く
る
み

ん
＆
え
る
ぼ
し
認
定
に
向
け

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
。

（
5
）
海
外
販
売
を
推
進
す
る
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
た
結
果
、
語

学
な
ど
の
専
門
性
を
活
か
し

た
い
と
い
う
女
性
の
応
募
が

増
え
、
女
性
従
業
員
比
率
が

上
昇
。

（
6
）
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
る

セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
女
性

従
業
員
ら
が
、
従
来
男
性
社

員
し
か
受
験
し
て
こ
な
か
っ

た
技
能
検
定
（
国
家
資
格
）

の
受
験
を
希
望
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

な
ど

Ⅲ　
お
わ
り
に

　

2
0
2
2
年
度
も
、
事
業
所
向
け

の
階
層
別
セ
ミ
ナ
ー
を
順
次
開
催
し

て
お
り
、
女
性
の
人
材
育
成
、
男
性

の
働
き
方
、
具
体
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
手
法
な
ど
を
学
ぶ
内
容
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
た
に
、
男
性
従
業
員

向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
必
要
性
や
家

事
・
育
児
等
に
参
画
す
る
意
義
や
仕

事
と
の
両
立
ス
キ
ル
な
ど
を
学
ぶ
内

容
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消

は
、
女
性
と
男
性
が
互
い
に
尊
重

し
、
支
え
合
う
社
会
を
築
き
上
げ
よ

う
と
す
る
、
未
来
に
向
け
た
取
組
で

す
。
経
営
者
、
管
理
職
、
従
業
員
一

人
一
人
の
意
識
と
行
動
の
変
革
が
職

場
を
変
え
ま
す
。
市
内
の
事
業
所
と

一
体
と
な
っ
て
、
女
性
も
男
性
も
働

き
や
す
く
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
を

増
や
す
取
組
を
、
一
歩
ず
つ
着
実
に

進
め
て
い
き
ま
す
。
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研究討議　※一部抜粋

【質問】専業主婦として子育てに力を注ぎこみたいという女性から、「今は働かない女性はだめという風
潮があり、逆に苦しい。」と言われた。目標数値が、無意識の決めつけ・偏見を生んでしまう恐れ
はないか。

【回答】配慮しながら進めていきたい。取組の目的は、「固定的な性別役割分担を前提とした仕組みや慣
習が見直され、お互いを尊重し支え合いながら、いきいきと暮らしている。」としている。自分の意
思で自分の生き方を選択でき、お互いに尊重されることが重要である。育ってきた環境のなかで、
男性は仕事、女性は家事・育児といった固定的な性別役割分担意識が形成されることもあり、社
会がそのような考えを植え付けていないか、気をつけていきたい。

【意見】男性が育休を３か月とり、復帰後問題なく仕事に携わる様子を見て、自分の意識が変わった。
【意見】幸せな生き方を求める権利が、人としての権利であると実感し

た。互いにそれを受け入れ認め合えるかですね。

【意見】それぞれにありたい姿があり、取組については、その目的を丁寧に
説明して理解を深めながら進めていくことが大切だと感じた。

このような人権の研究大会が、兵庫県内において毎年開催されています。
※2022年度「但馬地区大会」は、新型コロナウイルスの感染拡大のため中止になりました。

詳しい内容や参加の仕方等については、但馬地区人権教育研究協議会
（TEL34-6835）にお問い合わせください。
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